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４ 土地利用等 

（１）用途地域・高度地域 

 

 本地区は全て「商業地域」に指定されています。なお，容積率については，各幹

線道路の沿道について 700％，地区内部について 400％とされています。 

 高度地区については，各幹線道路の沿道について 45ｍ高度地区，地区内部につ

いて 31ｍ第一種高度地区が指定されています。 

 なお，地区内部の高度地区は，平成 15 年度に，まちなみ再生・保全を図るため

の３つの新しい建築ルールの一つとして導入されたものです（p12）。 

 

 

 

対象地区の用途地域 
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（２）景観制度（美観地区・沿道景観形成地区・建造物修景地区，界わい景観整備地区） 

 

 景観制度については，地区内部について美観地区（４種），御池通沿道について沿

道景観形成地区，烏丸通沿道について美観地区（５種），その他の幹線道路の沿道に

ついて建造物修景地区（第２種）の指定がなされるとともに，三条通沿道（寺町通

～新町通間）について上乗せとして界わい景観整備地区の指定がなされ，建築物等

の景観保全・形成のための規制・誘導が行われています。 

 なお，地区内部の美観地区の指定は，平成 15 年度に，まちなみ再生・保全を図

るための 3 つの新しい建築ルールの一つとして導入されたものです（p12）。 

 

 

  対象地区の景観制度の指定状況 

 
※ 美観地区及び沿道景観形成地区以外については，建造物修景地区（第２種）が指

定されている。 
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（３）詳細計画制度等（地区計画・特別用途地区） 

 

 地区内部については，平成 15 年度に，3 つの新しい建築ルール（p12）の一つ

として，特別用途地区（内容は，容積率 300％以上の共同住宅は 300％を超える

部分の 2 分の 1 以上を店舗・事務所等とする，近隣商業並みにキャバレー等を禁止

する）が指定されています。 

 なお，地区近隣の修徳学区，本能学区については，平成 10 年 4 月策定の「職住

共存地区整備ガイドプラン」に基づき，地域協働型地区計画がそれぞれ平成 13 年

4 月，平成 14 年 8 月に策定されています。 

 また，御池通沿道について特別用途地区（内容は，共同住宅は１階を店舗・事務

所等とする，近隣商業並みにキャバレー等を禁止する），四条通沿道については地区

計画（パチンコ店を禁止する）がそれぞれ平成 16 年 7 月，平成 17 年 4 月（パチ

ンコ店禁止），平成 15 年 7 月（当初）に策定されています。 

 

  対象地区の詳細計画の策定状況 
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（４）（参考）３つの新しい建築ルール（平成 15 年度） 

 




